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2015 2040

(万人) (％) (万人) (％)

総数 727 100.0 672 100.0

0-14 91 12.6 72 10.8 

15-64 455 62.6 370 55.1 

65-74 103 14.2 105 15.6 

75-84 58 8.0 69 10.3 

85＋ 19 2.7 56 8.3 

出所）国立社会保障・人口問題研究所：日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）

地域包括ケアが求められる背景
（85歳以上高齢者の急増問題）

2

79 

81 

102 

119 

100 

288 

50

100

150

200

250

300

2015 2020 2025 2030 2035 2040

伸
び
率
（

20
15
年
を

10
0と
し
た
場
合
）

0-14歳

15-64歳

65-74歳

75-84歳

85歳以上

年齢階級別人口の変化（埼玉県） 年齢階級別人口の伸び率の推移（埼玉県）



3

超高齢者が医療・介護に及ぼす影響①

出所）鳥羽研二：老年症候群と総合的機能評価，日本内科学会雑誌、98（3），p.101-106，2009より引用

※超高齢者の医療・介護ニーズに適切に対応するた

め， 以下の機能強化が求められることとなる。

• 在宅医療提供体制の構築

• 在宅医療と介護の連携強化

• 入退院時連携の機能強化

• 看取り提供体制の構築

（救急医療と在宅医療の連携，本人の意思の早期

確認と変化のモニタリング，施設看取りの体制強化

など）

①超高齢者の医療・介護ニーズの特徴 ②入院患者の高齢化の進展
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出所）厚生労働省「平成26年患者調査」
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入院患者の年齢階級別構成割合入院受療率（2014年）
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③在宅医療に対する需要の増大
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医療・介護提供体制への影響
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「買い物が困難」という生活課題の解決を図るため

には、本人の機能面、活動面への直接介入だけで
なく、買物に行きやすい環境を作るといった、環境

因子への介入方法もある。

→地域の住民と一緒に、地域課題の解決に貢献
することも求められてくる。

超高齢化が医療・介護に及ぼす影響②
（利用者の多様な生活課題への対応力強化：地域を対象としたマネジメント力強化）

退院支援の
強化

医療・介護の連携強
化

生活支援の提供主
体の整備とマッチング

24Hの介護
体制構築

在宅医療体
制の強化

マネジメント
の機能強化

北九州市の買い物支援への取り組み地域包括ケアシステムの概念図



求められる「地域課題解決力」（＝現場の実践力）

国の施策動向の把握
（関係者に期待される
役割とは何か）

現状分析

（個別事例，既存データ，

アンケート等の分析）

課題解決に向けた

方法論の内部検討

関係者を交えた

多職種・多主体会議

（各種協議体，地域ケア

推進会議等）

モニタリング

(経過確認)

評価

(現状維持/修正)

解決すべき
地域課題の抽出
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1. 地域課題を把握する力（⇔地域課題に関する情報提供，データ分析結果の紹介などを行う予定）

2. 地域課題を関係者間で共有する力（⇔ファシリテーション力強化に向けた研修を行う）

3. 各地の事業展開プロセスを学び，自地域で展開する力

（⇔先進事例の紹介，市町村等での直接支援を行う予定（希望される地域等に対して））

地域課題力を向上させるために必要な要素とは


